
真空ポンプを併用したＰＣグラウト注入試験（Ⅰ，Ⅱ期試験）について 
 

        ＳＥＥＥ協会（ﾋﾟｰｼｰ橋梁）正会員 ○牧   大樹 （ﾋﾟｰ ｴ ｽ三 菱）正会員 前田 文男 
         ＳＥＥＥ協会（安部工業所）正会員   今尾 勝治  （日本高圧ｺﾝｸﾘｰﾄ）    都倉 幹男 
 
１．はじめに 
プレストレストコンクリート構造物におけるグラウトには，PC鋼材を腐食から保護する，PC鋼材と部材

コンクリート間の一体性を確保するといった性能が求められ，より確実な充填方法が求められている．諸外

国では，PCグラウトに真空ポンプを併用する方法が実際に使用されており，従来のグラウトを改善する有効

な方法であると考えられる．SEEE 協会ではグラウト特別分科会を設置し，諸外国における真空ポンプ併用

注入工法の効果を検討するために注入試験を行っている．今回は，注入方法を確認したⅠ期試験，真空ポン

プを併用する効果を明確にすることを目的として行ったⅡ期試験について報告する． 
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図-1 真空ポンプ併用注入グラウト試験回路図
法の確認と共に通常のグラウト注入と比較して，真空状態でのグラウト

として行った．シースは透明のものを用い，グラウト注入中のグラウト

には所定の PC 鋼材(12S15.2, 19S15.2)を配置し，定着具も実際と同様に

前に耐圧試験を行い，シース内を真空にしても潰れないことを確認して

ウトホースはスプリングホースを用いた．シース形状を図-2に示す．特

ために凸部を２つ配置した．シースの勾配は，真空グラウトの違いがよ

急なものとした．凸部の頂部には排気管を設置したが，バルブ，圧力計

ポンプの有無に係わらず全て無排気で行うこととした． 

 
 図-2 試験体形状図 

り，グラウトの充填状況は違っていた．また，鋼材の種類によっても違

ト充填に注入速度，真空度と空隙率に相関関係があるものと推測される．    
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②真空ポンプを使用した 12S15.2の試験体では，空隙部（シース上側）および PC 鋼材の中をグラウトが 

先走る傾向が見られた．グラウトの挙動はシースと鋼材，もしくは鋼材と鋼材の空きが影響し空隙の大

きさも影響すると考えられる． 

③真空ポンプを使用したものは内部にエアの極めて少ない状態でグラウトを注入するため，充填完了後の

エア残留・エア溜りの量は確実に少なくなるものと考えられる． 

④注入時間を短縮できるため，グラウト材のコンシステンシーも損なわれず，長大ケーブルへの適用が可

能となると考えられる． 

３．Ⅱ期試験 

１）試験概要 

 Ⅱ期試験では，ケーブル容量 12S15.2を対象とし，シースは，グラウトの注入状況を確認するためφ75mm

の透明シース（スプリングホース）を用いた．試験体ケースは，延長を約 10m，山数は一山＋水平部，勾配

は 15°および 10°とした．写真-1に試験体全景を示す．また，注入は無排気で行い，注入後も一切排気は行

わないこととした． 

 
 
 
 
 
 
 

    図-3 グラウト注入状況概念図 
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